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上野正男先生の想い出
樋　口　弘　夫
　私が上野先生を思うとき，まず浮かぶのは，先生が真摯な学究の徒であられたということです。しか
し，同時に先生は教育者としても卓越した力を発揮されました。
　昭和 50 年，私が和光大学の最初のプロゼミでお会いしたのが担当教員の若き上野先生でした。大き
な目で真正面から学生と向き合う，エネルギッシュな風貌が印象的でした。黒板に書かれた経済学の導
入に適切な書籍目録を書き写すことが最初の授業であったと記憶しております。一般的な入門書から，
英文での簡単な経済学テキストまで，項目ごとにかなりの冊数にのぼりました。その中でも，経済理論
を経済学者ごとにまとめた本などは，その後も重宝いたしました。
　また，プロゼミの学生一人一人と面談の機会を設け，大学でどんな勉強をしたいのか，卒業後にはど
んな進路を考えているのか，などについてかなり突っ込んだ話をしたことを覚えています。こんなに真
面目に学生の話を聞いてくださる先生が大学にいたとは……，面談を終えた誰もが話していました。学
生の意見にじっくりと耳を傾けられ，親身になって学生に語りかける直向きな姿勢が忘れられません。
　当時，経済学の基礎を英文で学ぶことを目的として「英原書」という講義が設けられていました。先
日，当時のテキスト「経済学の基礎知識」を書棚の奥に見つけましたところ，書き込みや付箋だけでな
く，担当部分の学生の名前が書かれており，たいへん懐かしく思いました。この授業に臨んだ学生の様
子が思い出されたからです。学生からするなら実力ギリギリの水準の英文に手間取る授業だったと思い
ます。しかし，英文と格闘する学生一人ひとりの能力とペースに合わせながら，このテキストを一冊読
み終えたものだと，上野先生の指導力に今更のように感嘆するばかりです。
　私が教員となり，大学で初めてのプロゼミの講義に臨むにあたり，上野先生の授業を思い描きながら，
まずは学生にはきちんと向き合おうと考えたことを覚えております。
　上野先生からは，常に研究・教育に関するご示唆をいただきました。ご自宅では，研究テーマごとに
デスクを用意され，複数の仕事を同時に進められていることなどをうかがいました。また，先生は旺盛
に資料取集に取組まれ，専門書を原語で次々と読破されておられましたが，個人宅には珍しいコピー機
を導入され，コピーしたページを常に鞄に入れ，大学との往復，電車内で読んでおられるとのことでし
た。
　学部長として 1993 年から 3 年間，人間関係学部開設をはさんで学内が慌ただしい時期に学部を率い
られました。おそらくは数々の難局に対峙されたことでしょう。そのときのご自身の活動記録を厚手の
大学ノート数冊にまとめられ，次期学部長に託されたことに，先生の仕事に対する真摯な姿勢を垣間見
る思いがいたしました。
　このご多忙の期間を通じて『和光経済』に継続して論文を発表されました。それらをまとめた成果が
『経営分析概念の史的研究―米・独・日の経営分析研究―』であり，本論により 1996 年 3 月に商学
博士の学位を授与されました。
　大学創立時より本学部に所属され，文字どおり学部を牽引された先生がお亡くなりになるのは私共に
とり寂しいばかりです。謹んでご冥福をお祈りいたします。
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